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研究機関名：仙台医療センター 

受付番号： 

研究課題名 CD34陰性、HLA-DR陰性 non-M3 急性骨髄性白血病に対するベネトクラクス/ア

ザシチジン併用療法の有効性、副作用を検討する多施設共同研究：東北血液フォーラム共

同研究２８ 

研究期間   倫理委員会承認後 ～  2028年 3月 

研究責任者 

血液内科医師 勝岡 

 

優奈 

    

研究の意義、目的 

急性骨髄性白血病の新規治療としてベネトクラクス/アザシチジン併用療法の有効性が示さ

れています。 

しかし、それぞれの症例における有効性、副作用についてはまだ詳しくわかっていませ

ん。そこで私たちはCD34陰性、HLA-DR陰性 non-M3 急性骨髄性白血病の方の臨床情報（年

齢、性別、疾患、治療経過など）を分析することにより、ベネトクラクス/アザシチジン併

用療法の有効性、副作用について明らかにすることを目指しています。 

対象 

□病理組織(対象臓器名 

□生検組織(対象臓器名 

□血液材料(対象臓器名 

■その他( カルテ情報 
 

上記の対象期間 西 暦 

取得場所 血液内科 
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研究方法 

本研究では東北地方の医療機関で診断されたCD34陰性、HLA-DR陰性 non-M3 急性骨髄性白

血病患者さんおよび比較対象としてCD34陽性、HLA-DR陰性 non-M3 急性骨髄性白血病患者

さん、CD34陰性、HLA-DR陽性 non-M3 急性骨髄性白血病患者さんに関する臨床所見、検査

結果、治療効果について診療記録を用いて調査を行います。本研究への参加にあたり新た

に検査を行うことはありません。 

参考事項 

問い合わせ及び苦情等の窓口 

仙台医療センター 血液内科 勝岡 優奈 (代表研究者) 
〒 983－8520 仙台市宮城野区宮城野２－８－８ 

電話  022－293－1111 

ファックス 022－291－8114 

 

※研究に利用されたくない場合には、上記窓口までご連絡願います。 


